
主催：第４回ローカルサミット in 南砺 2011 実行委員会
協力：NPOものづくり生命文明機構、場所文化フォーラム、NPO健康医療開発機構、NPO環・日本海、NPO日中産学官交流機構
協賛：関西電力株式会社北陸支社、株式会社タイワ精機、となみ衛星通信テレビ株式会社　後援：富山県、南砺市
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南砺

「土徳」は、民藝運動の柳宗悦が、南砺市福光に疎開した棟方志功の作品世界に「土地の徳『土徳』がある」
と評したことに由来する。信仰心が厚く、自然や伝統など、自分を超えた力に生かされていることに感謝し、
謙虚に生きる当地の人々の精神風土を指します。

南砺市は、金沢に隣接した富山県南西部に位置し、散居村の田園地帯が広がる平野部と、美しい自然に恵まれた山
間部を持つ、旧４町４村によって構成されています。そこには、世界文化遺産に登録された五箇山合掌造り集落、
利賀村の演劇、木彫刻、和紙など、多くの文化的蓄積があります。そして土徳の里と呼ばれる地域であります。
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利賀村について

土
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２４ ・ フィールドスタディ

・ 分科会　 ・ 交流会

フィールドスタディ
利賀村上畠地区、坂上地区

キースピーチと瞑想
〈瞑想の郷〉
〈坂上公民館〉
〈阿別当公民館〉

昼食＆オリエンテーション
分科会の各会場へ移動
分科会（～ 18:00）
交流会
〈利賀国際キャンプ場内 グルメ館〉　

09:00

11:00

13:00

14:00
19:00

日
９
２５ ・ 分科会 発表

・ ローカルサミット 南砺宣言

利賀村出発 
＊城端〈じょうはな座〉へ移動

日本海学と森里海連環学の
連携シンポジウム
各分科会まとめ・発表
首長サミット
ローカルサミット 南砺宣言
次回開催地発表
閉会

＊オプションツアー
　南砺市内ツアー／富山国際大エクスカーション

07:30

09:00

10:00
11:00

13:00

金
９
２３ ・ 市内見学

・ オープニングレセプション

ＪＲ城端線・城端駅集合
南砺市内見学
五箇山ＩＣ～岩瀬家～菅沼合掌造り集落

利賀村へ到着
オープニングレセプション
〈スターフォレスト利賀〉

13:00
13:30

16:00
17:00

※オプションツアー
　19:30 ～ 22:00　五箇山麦屋まつり見学
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　　　年3月11日に起きた東日本大震災から半年が経過しましたが、残念ながら、未だ復興への道筋は          
　　　必ずしも明らかにはなっておりません。多くの亡くなられた方々並びに行方不明者を含む被災者
の方々に、改めて哀悼の意を表しますと共に深くお見舞い申し上げます。そうした状況下、この南砺
で、第4回ローカルサミットが開催され、全国から多くの志民の方々がご参集いただきましたことに厚
く感謝いたします。
　我々は、2008年から、全国の幅広い志民との連帯の中で、地域活性化の輪を拡げると共に、グロー
バル資本主義に起因する人類・地球・いのちをめぐる諸問題の意味を根本的に捉えながら、従来の人間
中心の成長至上主義から自然との共生・循環に立脚した価値観への転換を共有しようとする「ローカル
サミット」を開催して参りました。
　そうした中で、今回のローカルサミットは、これまでの議論を踏まえつつ、3月11日に発生した未曾
有の地震・津波という自然の脅威と予想外の原発事故という人間の災禍に伴って生じている「いのちの
怯え」への対処と共に、東北の復興を急ぎつつ日本再生という喫緊の具体的課題への対応を図らなくて
はならない重要な意味を持つものとなりました。その意味で、今我々は、文明史論的な転換点にあり、
価値観の転換を図り、新しい暮らし方を構築していかなくてはなりません。
　こうした東北の復興と日本再生のプラン作りを、「土徳」という精神風土が息づくまち・南砺市を舞
台に、日本人の原点に立ち返りながら、「いのちの紡ぎ直し」をキーワードに皆で議論してまいりたい
と思います。それが未来への希望に結実すると確信します。
　戦後66年間に日本人が物質的豊かさとひきかえにおろそかにしてきた、人と人、人と自然、生と死の
結び合いをもう一度取り戻しながら、いのちをどう次世代、未来へ送り届けていけるかを、3日間の分
科会、交流会、各種シンポジウム等を通じて熱く議論していきます。そして、新しい豊かさとは何かを
明確にし、各地域が、医/食・農/住・エネルギーといったライフラインをどう自立させていくかを問
い、地域間の連携や都市と農山漁村の関係のあり方やお金の使い方を見直す仕組みも具体的に議論し、
志民が首長とも手を携えながら「新しい暮らし方」を提案していくことで、国のあり方や政策の変革も
見据えながら、これまでの「物質文明」からいのちを紡ぎ直す「環境生命文明」への転換の扉を開きた
いと考えています。
　効率・拡大指向のグローバルな波に流されることなく、今こそ、内なるローカルからの「いのちの自
立と循環」による東北復興への継続的支援の方途と日本再生のプランを、この南砺「土徳の里」から
しっかりと描き出し、それを希望と覚悟をもって実行していく意思表示を全国、そして主にアジアに向
け発信していくことを、3日間のゴールにしてまいります。
　南砺、利賀の豊かな自然と土徳の心あふれる地元の方々に触れながら3日間を心身共に楽しんでいた
だければと思います。実り多き会合になることを祈念しています。

本

利賀村の名は、加賀初代藩主の前田利家によって名付けられたことに由来します。富山県の南西部に位置し、岐阜
県に接し、標高1,000mを越える山々に囲まれた村域は南北に細長く、庄川の支流である利賀川、神通川の支流で
ある百瀬川が縦断しています。

当日連絡先 ０８０－６３５３－６２０６ （事務局携帯）

第４回ローカルサミットin 南砺2011 実行委員会

キ
ー
ス
ピ
ー
チ 

会
場

祝

南砺市

スターフォレスト
利賀

－新たな暮らし方は祈りを忘れない
東日本大震災に学ぶ

～「土徳の里」からのいのちの紡ぎ直し～

 「地域からの日本再生プラン」



五箇山最大の合掌造り。今から約300年前、越中の
豪族によって8年かけて建てられました。総ケヤキ
造りで、加賀藩の役人が宿泊したといわれる座敷
には土間や式台に縁が付けられています。

世界遺産。 合掌造りの建物は急勾配の屋根が特徴
的で、五箇山の暮らしの知恵が活かされています。
現存する合掌家屋は9棟で、うち2棟は江戸時代に
建てられました。

坂上八幡宮境内にある富山県内でも屈指の
大杉。樹齢約700年で、内部は一部空洞化
しているものの、いまなお旺盛な成育を続
けています。

浄土真宗本願寺派の寺院として五箇山では
中心的な存在で、石山本願寺合戦〈一向一
揆〉の際、塩硝（火薬）を本願寺に送る重
要な任務を果たした寺院。

１日目 1７ ： ００～

岩瀬家

菅沼合掌造り集落
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キースピーチと瞑想
２日目　１１ ： ００～１３ ： ００

スター
フォレスト

利賀

1. 「海 ・ 森からの日本再生 :

　　　　　　　　漁師は海を恨まない ( 仮 )」 畠山重篤

2. 「農的暮らしの現代的意味 ( 仮 )」 山崎 隆

3. 「新たな暮らし方とは？祈りある暮らし ( 仮 )」 内山 節

※オプションツアー  19:30 ～ 22:00
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キースピーチ会場
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日本再生に必要なことは、次世代へのいのちの継承であり、いのちの政（まつりごと）の形成です。先人からの学びを次世代に
どう伝え、都会の子供たちの学びの場としての田舎をどう活用していくかという教育の観点、そして志民と行政が連携していけ
る仕組みをどう構築していくかという新たな公共の視点等、地域からの新たな「風」を形成していきます。

いのりを忘れた暮らしにはいのちの輝きはない、生と死の結びつきを忘れた暮らしにはいのちを守ることは出来ないのではない
でしょうか。土徳の風土の中での日常的祈りと農的暮らしの意義、地域に開きつつ自立していく介護福祉や医療のあり方、国民
皆保険の行方等、「空」の各テーマでは、いのちに直接まつわる議論を深めてまいります。

　 「次代を担う子供たちの育成」－宮澤賢治、山崎兵蔵など地域に根差した先人から学び、何を教えていくか

　 「行政と志民をつなぐ新たなセクター」－物や金・情報と人とつないでいくための結節点をどう形成していくか

　 「祈りある暮らし」－祈りと美のある農（手仕事）的な暮らしをどう日常的に取り戻せるか

　 「生と死の結び方」－いのちを繋ぐ医療・介護・福祉連携をどう地域内で確保できるか
会場：瞑想の郷・瞑想の館

会場：上畠公民館

会場：中谷家（上畠）

会場：坂上公民館

　 「東日本大震災からの復興と日本再生」　－今後の地域社会での新しい豊かさと自立とは何か
会場：瞑想の郷・瞑水の館 1階 食堂

　 「農林漁業の再生と地域の自立」－森里海連関による第一次産業の再生を東北地区でどう実現するか

　 「日本再生を支える新たな金融の形」－地域再生に必要な温かなお金の廻し方と地域金融の役割は何か

　 「日本の復興のアジアへの貢献」－アジアの地域社会とどのような繋がりを創っていけるか

　 「エネルギーの地域内自立」－いのちを脅かさないエネルギーの地域内自立をどう確保するか

3月11日を機に、日本人は皆、「本当の豊かさ・幸せとは何か？」を深く考え始めました。「地」の各テーマでは、いのちが脅
かされている今、いのちを紡ぎだし、次世代に繋いで持続させていくために必要な、地域の自立を支える新たなライフスタイル
の構築や、食の安全、生産者の顔が見える新たな農的暮らしの仕組み創り等を事例を踏まえて討論します。

日本再生プラン構築には、地域の金融機関も巻き込んだローカルマネーフロー創出が必須です。そして、アジア諸国はその実現に
注目しています。新たな暮らし方における金融の意味、南砺からのアジアへの発信の仕方等を「水」の各テーマで模索します。

地域内エネルギーの需要構造を把握し、新たな暮らしを支え、いのちを脅かさない自然再生エネルギーの開発の余地等を探ります。
小田原や南砺のエコシティー構想など、エネルギーの地域内自立モデルの具体策を、原発問題への対応も含め、熱く語り合います。
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会場：阿別当公民館 ２階

会場：いろり庵

会場：瞑想の郷・空想の館２階 研修室

会場：阿別当公民館 １階

そばの郷

日本海学シンポジウム・分科会まとめ
首長サミット・ローカルサミット宣言

３日目　９ ： ００～１３ ： ００

「日本海学と森里海連環学の連携シンポジウム」の後、「各分科会のまとめ」を共有した上で、
それらを踏まえ、東日本大震災からの復興が目指すべき姿や、地域の自立と連携、その時必要
になる首長のリーダーシップ、首長と志民の連携、基礎自治体と県、国等との行政の新たな関
係づくり等を、志ある地域のリーダーたちによる「首長サミット」で語り合います。そして、
最終的に「ローカルサミット南砺宣言」を発表し、日本再生のあるべき姿を全国、アジアに発
信していきたいと思います。

＊オプションツアー　南砺市城端まちあるきツアー／富山国際大エクスカーション

オープニングレセプション
和やかな雰囲気の中、

フィールドスタディ
利賀村内を徒歩で散策し、 南砺の暮らしや風土を肌で感じ取ります。

２日目 ９ ： ００～

★

交流会２日目　１９ ： ００～

風

空

＋五箇山麦屋まつり見学

各会場からバスで移動。 全国から集まった志民同士や地元民との友好を深め、 それぞれの思いを新たにし、 目に見える
関係を構築していく機会となります。 南砺の食材をふんだんに使ったメニュー、 思い出に残るお土産も。

３人の講師から 「新たな暮らし方」 の構築に
関わるお話を伺うと共に、 祈りの中で文明の
転換を見据えた深い思索を呼び起こしたいと
思います。

姉妹都市・チベットのツクチェ村
との友好のシンボル。チベット
密教文化をテーマにした文化施設です。

瞑想の郷

五箇山 見学
JR 城端駅から専用バス ( または自家用車 ) で見学後、

１日目 1３ ： ３０～１６ ： ００ 分科会２日目　1４ ： ００～１８ ： ００

各会場に分かれ、 テーマごとの課題を議論し、 具体的なアクションプランをまとめます。

小牧ダム

麦屋まつり ( 希望者のみ ) では観る者を幽玄の世界へ誘います。郷土料理を味わいながら親交を深めます。

オープニングレセプション会場へ。

花まんだら 瞑水の館空想の館

WC 瞑想の館

受付 ・ 事務局本部

P

いろり庵

上畠公民館

さいしょうじ

さかうえ

（スターフォレスト利賀）


